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検討事項
１ 令和２年度調査（肺がん、大腸がん、子宮頸がん検診）

のフィードバック方法について

２ 調査の回答方法について

３ ホームページへの公表について

４ 調査サイクルについて
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１ 令和２年度調査（肺がん、大腸がん、
子宮頸がん検診）のフィードバック方法について
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（１）令和２年度調査の依頼回答方法

千葉県がん対策審議
会予防・早期発見部会

市町村

地区医師会

各がん検診
実施機関 ：依頼

：回答

インターネットによる回答の場合
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（２）令和２年度調査のフィードバック方法（案）

・調査協力市町村に結果を通知（市町村長宛て）を送付。

各市町村から委託機関（地区医師会、検診機関）に結果を周知していただく。

・市町村長宛て通知は千葉県がん対策審議会予防・早期発見部会と健康づくり支援課長の

連名とする。
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２ 調査の回答方法について
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（１）これまでの回答方法
①これまでの回答方法

平成２９年度調査…メールまたはＦＡＸにて回答

令和２年度調査…ちば電子申請サービス、メール、郵送にて回答

②紙面回答、オンライン回答の割合（令和２年度調査）
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（２）今後の回答方法（案）
（案１）全てオンライン回答とする。

（案２）これまで同様、紙面回答とオンライン回答の選択制とする。

→チェックリストは基本的に○、×、△で回答するが、紙面回答は自由に記載ができるため、

これ以外の回答をする医療機関も多く、県で判断し○×△を記載している。

調査後なるべく早急に正しく集計するためにはオンライン回答としたいと考えている。
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３ ホームページへの公表について
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（１）個別検診機関におけるチェックリスト評価割合
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（２）ホームページへの公表（案）
（案１）回答のあったすべての検診機関について公表

（案２）回答のあった検診機関のうち評価がＡまたはＢの検診機関のみ公表

（案３）公表に同意いただけた検診機関のみ公表

・精度管理調査は集団検診機関、個別検診機関で同様の対応をすることが原則である。

集団検診機関は結果を公表しており、個別検診機関でも同様の対応をする必要がある。

評価がＡＢの検診機関を公表し、各検診機関がホームページに掲載されることを目標に精度

管理に取り組んでいただきたいと考えている。
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４ 調査サイクルについて
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（１）全国及び千葉県の調査等実施状況
①全国がん検診従事者研修会にて

・個別検診では集団検診より多くの組織が関与するため、質がばらつきやすく、

モニタリング・フィードバックがより重要だが、全国的に個別検診の精度管理は遅れている。

・個別検診機関ではモニタリング（調査）すら十分に行われていない。

②千葉県での個別検診機関チェックリスト実施状況

・胃がん（エックス線、内視鏡）、乳がん検診…平成２９年度調査実施、令和元年度

調査結果返却

・肺がん、大腸がん、子宮頸がん検診…令和２年度調査実施、令和３年度調査結果返却予定
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（２）調査サイクル（案）
（案１）すべてのがん種の調査を毎年実施する。

（案２）例えば、令和４年度…胃がん（エックス線、内視鏡）、乳がん検診
令和５年度…肺がん、大腸がん、子宮頸がん検診

のように２年ですべてのがん種の調査を１周する形で実施する。

・精度管理向上の為には（案１）のように全てのがん種の調査を毎年実施することが

望ましい。しかし、現在は個別検診を実施している市町村の中で協力いただける市町村

のみに調査を実施している状況である。また、調査結果について現在は非公表前提と

している。個別検診を実施する全市町村が本調査に回答し、結果をＨＰに公表することも

精度管理上重要であることから、段階的に望ましい形に近づけていく必要がある。

最終的には（案１）を目標とし、当面（案２）の方法で実施する。
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（３）スケジュール（例）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
令和6年

集団検診機関
チェックリスト

個別検診機関
チェックリスト

令和３年 令和４年 令和５年

市町村
チェックリスト 令和3年度調査実施

10月21日調査依頼
11月30日回答〆切

令和4年度調査実施

令和4年度調査実施
（胃がん、乳がん）

令和2年度調査結果
について予防早期発
見部会で検討

令和5年度調査実施
（大腸がん、肺がん、子宮頸がん）

令和6年度調査実施
（全てのがん種）

令和4年度調査実施 令和5年度調査実施

令和5年度調査実施 令和6年度調査実施
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